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論文という形式を守ることの意味論文という形式を守ることの意味

パッと見は愛想がなくてとっつきにくかったけど
実はすごく親切だった
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論文の使い道論文の使い道

こんな便利なものを研究発表だけにしか
利用しないのはも たいない利用しないのはもったいない

当然 し
［著者］研究成果の発表，記録

当然でしょ

［読者，査読者］研究成果の速読と審査
［著者］研究成果についての思考［著者］研究成果についての思考

［著者］ 研究活動の遂行 効率化

まあそうですね

［著者］ 研究活動の遂行，効率化
［著者］ 研究成果の振り返り

そうかもねそうかもね



論文の形式と使い道の関係論文の形式と使い道の関係

論文の形式はなんでそうなっているのか？

誰かが何かの理由でいつか発明した筈？

一説には，パスツール (1822～1895) が
論文の書き方を発明したとも：
自分の正しさを相手に対して証明する

⇒相手が追実験できるように情報を過不足なく
正確に伝達する
⇒序論，問題点，解決法，結果，議論という構成



温故知新

Philosophical Transactions of the Royal Society
（創刊1665年）（創刊1665年）

世界最古の学術論文誌の1つ（今も存続！）

•研究成果を論文という形式で掲載する定期刊行物
•会員相互の知的交流を促すPeer reviewシステム

世界最古の学術論文誌の （今も存続 ）

•会員相互の知的交流を促すPeer reviewシステム
•実験や観察によって新たな事実を知る（経験主義）
•事実の観察に基づいて原理に到達する（帰納法）
ロンドン王立協会（創立1662年）の書記•ロンドン王立協会（創立1662年）の書記
Henry Oldenburg 氏の個人事業としてスタート

アイザック・ニュートン（1675）
「私がさらに遠くを見ることができていたとしたら，
それは単に巨人の肩に乗 ていたからであるそれは単に巨人の肩に乗っていたからである」



創刊号の巻頭の論文（?）

1ページめ

Signor Giuseppe Campani

1ページめ

Signor Giuseppe Campani, 
An Accompt of the 
Improvement of OptickImprovement of Optick
Glasses,
Phil Trans 1665 1 2‐3Phil. Trans. 1665 1, 2 3

著者からの投稿を
Old b 氏が要約

2ペ ジめ これで全部

Oldenburg氏が要約

2ページめ，これで全部



論文タイトル・著者名のスタイル論文タイトル 著者名の タイル

本人からの手紙を本人からの手紙を
Oldenburg氏が翻訳

Gio. Domen Cassini, 
S Ob ti C i th C t Th t

・・・

Some Observations Concerning the Comet, That 
Hath Lately Appear’d in Forain Parts, Communicated 
from Ital and Port galfrom Italy and Portugal, 
Phil. Trans. 1668 3, 683‐684 創刊から3年後



論文タイトル・著者名の分離論文タイトル 著者名の分離

受領・査読年月日

John Tyndall, 
On the Action of Rays of High Refrangibility upon 
Gaseous Matter, 
Phil. Trans. R. Soc. Lond. 1870 160, 333‐365

創刊から205年後



箇条書きくらいしかなかった箇条書きくらいしかなかった

Dr Maty and James PorterDr. Maty and James Porter, 
Queries Sent to A Friend 
in Constantinople: By Dr. p y
Maty, F. R. S.; and 
Answered by His 
Excellency James Porter, 
Esq: His Majesty’s 
Ambassador atAmbassador at 
Constantinople, and F. R. 
S.,,
Phil. Trans. 1775 49, 96‐
109箇条書きは創刊時から見られた

創刊から110年経ってもタイトルにその論文の出自が



章タイトルらしきもの章タイトルらしきもの
Thomas Simpson, 
A General Method for 
Exhibiting the Value of 
an Algebraic Expression 

l lまだ見出し Involving Several 
Radical Quantities in an 
Infinite Series: Wherein

まだ見出し
のレベル

Infinite Series: Wherein 
Sir Isaac Newton’s 
Theorem for Involving a g
Binomial, with Another 
of the Same Author, 
R l i h R fRelating to the Roots of 
Equations, are 
DemonstratedDemonstrated, 
Phil. Trans. 1771 47, 20‐
27

創刊から106年後



ようやく章タイトルと呼べるものがようやく章タイトルと呼 るものが

全29頁中に5個の章タイトル

創刊から135年後

William Herschel, 
Investigation of the Powers of the Prismatic Colours to Heat and 
Illuminate Objects; With Remarks, That Prove the Different Regrangibility
of Radiant Heat. To Which is Added, an Inquiry into the Method of 
Viewing the Sun Advantageously, with Telescopes of Large Apertures andViewing the Sun Advantageously, with Telescopes of Large Apertures and 
high Magnifying Powers, 
Phil. Trans. R. Soc. Lond. 1800 90, 255‐283



参照らしきものの始まり参照らしきものの始まり

文章として
埋め込む埋め込む

Edmond Halley, 
A Discourse Concerning Gravity, and Its Properties, Wherein the Descent 
of Heavy Bodies, and the Motion of Projects is briefly, but Fully Handled: 
Together with the Solution of a Problem of Great Use in Gunnery. By E. 
Halley,Halley, 
Phil. Trans. 1686 16, 3‐21 創刊から21年後



引用による参照引用による参照

Monsieur Perault and J T DesaguliersMonsieur Perault and J. T. Desaguliers, 
An Examination of Monsieur Perault’s 
New‐Invented Axis in Peritrochio, Said 
t b E ti l V id f F i ti Withto be Entirely Void of Friction: With an 
Experiment to Confirm the Reasoning 
Made upon an Axis in Peritrochio First 
Us’d in Mons. Perault’s Manner, Then 
in the Common Way, 
Phil. Trans. 1729 36, 222‐227

・・・

延々とほぼ3ページに渡って引用が続く
創刊から64年後

延々とほぼ3ページに渡って引用が続く



脚注による参照脚注による参照

脚注

ll dBenjamin Collins Brodie, 
An Investigation on the Chemical Nature of Wax, 
hil d 38Phil. Trans. R. Soc. Lond. 1848 138, 159‐170

創刊から183年後



創刊から275年後(!)にようやく創刊から275年後(!)にようやく

最後に参考文献リスト
を置くスタイル

F. P. Bowden and L. Leben,
The Friction of Lubricated Metals, 
Phil. Trans. A, 1940 239, 333‐365



やっぱり誰かが発明していたやっぱり誰かが発明していた

•350 年に渡る不断の試行錯誤

⇒著者 読者 審査員が少しずつ合意形成⇒著者，読者，審査員が少しずつ合意形成

当然のように考えていた現在の論文のスタイ•当然のように考えていた現在の論文のスタイ
ルはつい最近できあがった

れからも変わ くだろう⇒これからも変わっていくだろう

•形式は中身を反映する
⇒形式と中身の共進化⇒形式と中身の共進化



デジタルプラクティス投稿準備フォーム

•表題/著者名/概要

デジタルプラクティス投稿準備フォ ム

形式は中身を反映する表題/著者名/概要
•背景・課題

あなたの会社，部門が抱えていた課題

形式は中身を反映する

あなたの会社，部門が抱えていた課題
なぜあなたはその課題に取り組もうと思ったのか

•解決方法
上記 課題を解決するために採用した手法上記の課題を解決するために採用した手法
その実践を読者が自分の問題解決に応用できるように詳細な記述

•実践（適用結果）実践（適用結果）
「あなた」が仕事で向き合った課題に
「あなた自身」あるいはあなたのチームがどのように向き合って解決したか，
その日々の行動のことその日々の行動のこと

•結論
課題，解決方法，実践を振り返る課題，解決方法，実践を振り返る
同様の課題を抱えている人が共有できるような知見



DP編集委員会の役割DP編集委員会の役割

形式を守っていることを保証する
（中身の価値判断は読者に委ねる）（中身の価値判断は読者に委ねる）

論文構成

実践に関する論文の形式：

論文構成
参照 著者，読者，審査員

で試行錯誤中審査基準・プロセス
・・・

で試行錯誤中



形式の120%活用法形式の120%活用法

[著者の立場から][著者の立場から]
論文構成のような仕事のスタイル

[査読者の立場から]
ある研究者の査読テンプレ ト群ある研究者の査読テンプレート群：
新規性不明
丁寧にダメ出し 立場を変えれば丁寧にダメ出し
well‐writtenだけどobviousで面白くない
面白いけど位置付け不明

立場を変えれば，
著者のチェック
シ トに

面白いけど位置付け不明
分析・評価手法に問題
Related work調査不足

シートに

・・・



おわり


